
 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あなたはこれまでどう生きてきたでしょうか。そして、あなたはこれからどう生きていくつもりでしょうか。」 

 『君たちはどう生きるか』という本は、その問いに答えるきっかけをくれるのではないかと思います。 

この本は、小学生のコペル君が、さまざまな出来事に、さまざまな人に出会ってそのとき考えたことを綴っていき、

コペル君の考えに「おじさん」が答えていくという物語です。たとえば、コペル君は町に生きる人々、クラスのいじ

め、貧しくも優しい友人を見て、人間社会と「私」はどのように関っているのだろうか、立派な人間とはなんだろうか

と小学生の視点からじっくり考えていきます。私にとって特に印象に残ったのは、コペル君が友達を裏切ってしまっ

た話です。コペル君の友達が、上級生に生意気だと難癖をつけられ、最終的に殴られてしまいます。コペル君は、その

友達が殴られるときは自分も一緒に殴られてやると約束していたのですが、怖くて遠くで見守ることしかできません

でした。一緒に殴られることも、仲間だと名乗ることもできなかったコペル君は、自分はなんと卑怯だったのだと、

どうして出ていけなかったのだと後悔に苦しみます。そのコペル君に対して、おじさんは、犯した過ちを認めたうえ

でどうするのか、どのように在るのかを考えるように助言します。その深い苦しみと、受け入れ立ち向かう決意に、

似た経験がある私は共感せずにはいられませんでした。 

 コペル君に起きた出来事は、皆さんには少し古く感じるかもしれません。しかし、その根底にあるものは、 

いつかどこかで誰もが経験し、考えたことがあるものではないかと思います。それゆえに、本書は、現代にあっても

さまざまな人の共感を引き起こし、人々を惹きつけるのではないかと思います。 

 現在、文庫版だけでなく、マンガ版もあり、非常に手に取りやすいのではないかと思います。起業したい、 

年収○千万になりたいなど、「どうなりたいか」については、話題になっているのを聞いたことがあります。 

それは目標として非常に重要なことです。しかし、「どう生きたいか」についてはあまり考える機会がないかもしれ

ません。この本が、皆さんの生き様を考えるきっかけになればと思います。 

 

-  7月 July - 

日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 3 

14 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 

21 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 

28 2 9 3 0 3 1    
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休館日 

8:30～20:00 

8:30～18:00 

8:30～17:00 

 

開館カレンダー 

 

-  8月 August- 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 

18 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 

25 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 

 

 

 

📖 長期貸出開始日：７月 31日 

📖 返却期限日：9月３０日 

📖 冊数 ：通常通り  
※一部長期貸出対象外の図書があります。（医療専門図書） 

※外部からの一般利用者は長期貸出対象外となります。 

 

図書館では夏季休暇に合わせて、長期貸出を行います。 

この機会にゆっくりと本を読んでみませんか？ 

 

 

第１６１回芥川賞・直木賞（日本文学振興会主催）の候補作が発表されました。 

芥川賞の候補には社会学者の古市憲寿さんら、直木賞の候補には今年の山本周五郎賞を受賞した 

朝倉かすみさんほか、６人の候補すべてが女性となりました。 

選考会は２０１９年７月１７日、東京・築地の「新喜楽」で開かれます。 

芥川賞 直木賞 

・むらさきのスカートの女/今村夏子 

・カム・ギャザー・ラウンド・ピープル/高山羽根子 

・百の夜は跳ねて/古市憲寿 

・ラッコの家/古川真人 

・五つ数えれば三日月が/李琴峰 

・平場の月/朝倉かすみ 

・渦―妹背山婦女庭訓魂結び/大島真寿美 

・トリニティ/窪美澄 

・落花/澤田瞳子 

・美しき愚かものたちのタブロー/原田マハ 

・マジカルグランマ/柚木麻子 

 

直木賞の正式名称は「直木三十五賞」。 

直木三十五（なおきさんじゅうご）は明治中期から昭和初期に活躍した作家で、多くの時代小説や脚本や映画監督を

務めた人物。 

この直木三十五というちょっと変わった名前は、本人がつけたペンネームで本名は植村宗一といい、３１歳のときに雑

誌で評論を連載することになった際、「直木三十一」という名前をつけたのだそう。 

直木という苗字は、本名の「植」という文字を「木」と「直」に分解し、ひっくり返したもの。 

そして「三十一」は当時の年齢を表しており、年を重ねるごとに「直木三十二」「直木三十三」と毎年改名した。 

早稲田大学を学費未払いで中退後、雑誌編集者として活動しながら時代小説や評論などの執筆活動を始めた。 

やがて「日本映画の父」と呼ばれたマキノ省三と懇意になり、映画の世界へ。昭和４年、３８歳のときに週刊誌に連載し

た時代小説『由比根元大殺記（ゆいこんげんだいさつき）』がヒット。２年後に発表した『南国太平記』で、流行作家と

しての地位を不動のものにした。大衆文芸作品を数多く手がけ、直木作品を原作とした映画も５０本近く上映されるほ

ど大人気だった。そんな直木三十五は４３歳という若さで病死。当時、文藝春秋社の社長だった菊池寛は「大衆文学の

歴史を変える貢献」をした人物として彼を讃え、直木三十五を超える作家を発掘する目的で昭和１０年に直木賞を創設

した。当初は無名の新人作家が対象だったが、現在は中堅作家による大衆小説が選ばれている。 

「直木三十一」から始まったペンネームルール、本来なら「直木四十三」まで進んだはず。じつは三十二、三十三まで進

んだものの、編集者がうっかりして３４歳になっても三十三のままにしてしまったそう。３３は「散々」と読めたりして縁起

の悪いことや、菊池寛から「いいかげんにしろ」と忠告された、などの理由から、その後は「直木三十五」に落ち着いた。 

 


